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カルロトキシン 2の C30–C63部分の合成および立体化学 

 Synthesis and Stereochemistry of the C30–C63 Section of 
Karlotoxin 2 

 

梅野 圭太郎、大石 徹（九大院理） 

 

  カルロトキシン 2（KmTx2，1）は、渦鞭毛藻 Karlodinium veneficumから単離された天然有機化

合物であり、魚毒性を持つことが知られている。KmTx2の構造は 2010年に報告され、その後 C49

位の絶対配置が 2015 年に改訂された 1)。当研究室では、KmTx2 と類似した構造を有するアンフ

ィジノール 3（AM3）の構造改訂を行っており 2)、KmTx2 の絶対配置が提出構造とは異なる構造

2 である可能性が示唆された。そこで、この仮説を検証するため KmTx2 の提出構造 1 および推

定構造 2 の C30–C63 部分に相当するモデル化合物 3 および 4 を合成し、それらの NMR スペク

トルを天然物のものと比較することで、絶対配置の確認を行うことにした。 

モデル化合物 3 および 4 は、アルケニルリチウム–アルデヒドカップリングおよび Julia–

Kocienskiオレフィン化を経由することにより合成した。合成した部分構造と天然物の 1Hおよび
13C NMR スペクトルを比較したところ 3よりも 4のものが良い一致を示し、KmTx2 の真の構造

は予想通り 2であることが示唆された。 
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